
 

（通し番号 234） 

 

 

「女性活躍加速のための重点方針 2019」 

 

Ⅲ 女性活躍のための基盤整備  

４．女性活躍の視点に立った制度等の整備 

 

b）男女共同参画の視点からの防災・復興の取組 
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男女共同参画会議
第22回重点方針専門調査会





平
成

２
４

年
６

月
災

害
対

策
基

本
法

の
改

正
平

成
２

４
年

９
月

防
災

基
本

計
画

修
正

（
平

成
２

４
年

１
２

月
、平

成
２

６
年

１
月

に
も

修
正

）
平

成
２

５
年

５
月

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・復
興
の
取
組
指
針

の
作

成
平

成
２

７
年

３
月

第
３

回
国

連
世

界
防

災
会

議
平

成
２

８
年

６
月

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
作

成
平

成
２

９
年

３
月

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
よ
る
平
成

28
年
熊
本
地
震
対
応
状
況
調
査
報
告
書

の
作

成

今
年

度
中

に
、男

女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・復
興
の
取
組
指
針

を
改

訂
予

定
。

【東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
教
訓
】

①
防

災
や

復
興

の
政

策
・方

針
を

決
め

る
過

程
に

女
性

が
参

画
して

い
な

い
。

②
災

害
対

応
に

お
い

て
男

女
の

ニ
ー

ズ
の

違
い

等
に

配
慮

が
な

い
。

③
災

害
が

起
き

て
か

ら急
に

男
女

共
同

参
画

の
視

点
で

対
応

しよ
うと

し
て

も
で

き
な

い
。（

防
災

基
本

計
画

、第
３

次
男

女
共

同
参

画
基

本
計

画
に

は
明

記
され

て
い

た
）

【東
日
本
大
震
災
後
の
政
府
の
取
組
】

※
災

害
対

応
の

現
場

で
多

くの
女

性
が

活
躍

。
一

方
で

、防
災

や
復

興
に

係
る

意
思

決
定

の
場

で
女

性
の

参
画

割
合

が
低

い
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復
興

1



男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・復
興
の

取
組
指
針
（
平
成

25
年
５
月
）

＜
背
景
＞


平

常
時

か
ら、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
か

らの
災

害
対

応
に

つ
い

て
、関

係
者

が
理

解
して

お
くこ

とが
重

要
。


取

組
指

針
は

、過
去

の
災

害
対

応
に

お
け

る
経

験
を

基
に

、男
女

共
同

参
画

の
視

点
か

ら、
必

要
な

対
策

・対
応

に
つ

い
て

、予
防

、応
急

、復
旧

・
復

興
等

の
各

段
階

に
お

い
て

地
方

公
共

団
体

が
取

り組
む

際
の

指
針

とな
る

基
本

的
事

項
を

示
す

も
の

。


地
域

防
災

計
画

や
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュア
ル

等
の

作
成

と見
直

し等
に

よ
り、

平
常

時
か

ら男
女

共
同

参
画

の
視

点
か

らの
防

災
・復

興
体

制
を

整
備

す
る

こと
を

期
待

。消
防

団
、自

主
防

災
組

織
、Ｎ

Ｐ
Ｏ

、企
業

、大
学

等
が

活
動

に
取

り組
む

際
の

参
考

に
も

。


チ
ェッ

クシ
ー

トや
事

例
を

盛
り込

ん
だ

「解
説

・事
例

集
」も

作
成

。


作
成

以
降

に
発

生
した

災
害

の
経

験
等

を
盛

り込
み

、内
容

を
充

実
させ

る
こと

とし
て

、平
成

31
年

度
に

改
訂

を
予

定
。

＜
取
組
指
針
及
び
解
説
・事
例
集
の
作
成
＞

＜
参
照
＞

UR
L：

ht
tp

:/
/w

w
w

.g
en

de
r.g

o.
jp

/p
ol

ic
y/

sa
ig

ai
/s

hi
sh

in
/in

de
x.

ht
m

l （
参

考
）

男
女

防
災
取
組
指
針

検
索

2

＜
内
容
＞

１
．

平
常

時
か

らの
男

女
共

同
参

画
の

推
進

が
防

災
・復

興
の

基
盤

とな
る

２
．

「主
体

的
な

担
い

手
」と

して
女

性
を

位
置

づ
け

る
３

．
災

害
か

ら受
け

る
影

響
の

男
女

の
違

い
等

に
配

慮
す

る
４

．
男

女
の

人
権

を
尊

重
して

安
全

・安
心

を
確

保
す

る
５

．
民

間
と行

政
の

協
働

に
よ

り男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
６

．
男

女
共

同
参

画
セ

ン
ター

や
男

女
共

同
参

画
担

当
部

局
の

役
割

を
位

置
づ

け
る

７
．

災
害

時
要

援
護

者
へ

の
対

応
との

連
携

に
留

意
す

る

Ⅰ
７
つ
の
「基
本
的
な
考
え
方
」を
提
示

Ⅱ
各
段
階
に
お
い
て
必
要
とさ
れ
る
取
組
等
を
記
載

（
各

段
階

）
・事

前
の

備
え

・予
防

・発
災

直
後

の
対

応
・避

難
所

・応
急

仮
設

住
宅

・復
旧

・復
興

この
ほ

か
、「

広
域

的
避

難
の

支
援

」、
「各

段
階

に
お

け
る

支
援

者
へ

の
啓

発
と支

援
」、

「男
女

別
統

計
の

整
備

」に
つ

い
て

記
載

。
【チ

ェッ
クリ

ス
ト】
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第
４
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
平
成

27
年

12
月
）

3

◯
防

災
分

野
を

独
立

した
重

点
分

野
とし

て
新

設
。

第
11

分
野

「男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
った

防
災

・復
興

体
制

の
確

立
」

・予
防

、応
急

、復
旧

・復
興

等
の

全
て

の
局

面
に

お
い

て
、女

性
が

重
要

な
役

割
を

果
た

して
い

る
こと

を
認

識
す

る
とと

も
に

、
防

災
・復

興
に

係
る

意
思

決
定

の
場

に
女

性
が

参
画

し、
リー

ダー
とし

て
活

躍
す

る
こと

を
推

進
。

・女
性

と男
性

で
は

災
害

か
ら受

け
る

影
響

に
違

い
が

生
じる

こと
に

配
慮

し、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら、

事
前

の
備

え
、避

難
所

運
営

、被
災

者
支

援
等

を
実

施
。

・女
性

は
防

災
・復

興
の

主
体

的
な

担
い

手
で

あ
り、

災
害

か
ら回

復
す

る
力

を
持

つ
社

会
を

構
築

す
る

に
は

、女
性

が
原

動
力

とな
る

こと
を

、国
内

外
で

共
有

。

＜
基
本
的
考
え
方
＞ 項

目
策
定
時

現
状

成
果
目
標
（
期
限
）

都
道
府
県
防
災
会
議
の
委
員
に

占
め
る
女
性
の
割
合

13
.2

％
（

平
成

27
年

）
15

.7
％
（
平
成

30
年
）

30
％

（
平

成
32

年
）

市
町
村
防
災
会
議
に
占
め
る
女
性
の
割
合

①
女
性
委
員
が
登
用
さ
れ
て
い
な
い
組
織
数

②
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

①
51

5（
平

成
26

年
）

②
7.

7％
（

平
成

27
年

）
①

38
6（

平
成

30
年
）

②
8.

4％
（
平
成

30
年
）

①
０

（
平

成
32

年
）

②
10

％
（

早
期

）
、更

に
30

％
を

目
指

す
（

平
成

32
年

）

消
防
吏
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

2.
4％

（
平

成
27

年
度

）
2.

7％
（
平
成

30
年
）

５
％

（
平

成
38

年
度

当
初

）

消
防
団
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

2.
5％

（
平

成
26

年
度

）
3.

1％
（
平
成

30
年
）

10
％

を
目

標
とし

つ
つ

、当
面

５
％

（
平

成
38

年
度

）

3
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H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

女
性

委
員

の
い
な
い
都

道
府
県

防
災

会
議
の

数

女
性

委
員

の
割
合

（
都

道
府
県

）

女
性

委
員

の
割
合

（
市

町
村
）

（
参
考
）
地
方
防
災
会
議
の
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
の
推
移

（
数
）

（
％
）

4

地
方
防
災
会
議
に
お
け
る
女
性
委
員
の
割
合
を
高
め
る
工
夫
を
行
って
い
る
例

•
指
定
公
共
機
関
・指
定
地
方
公
共
機
関

（
通

信
、運

輸
、ガ

ス
、報

道
関

係
）
か
ら
職
位
に
か
か
わ
ら
ず
女
性
を
任
命

（
鳥

取
県

）
•
県
職
員
の
女
性
を
積
極
的
に
登
用

（
関

連
す

る
部

長
、課

長
の

ほ
か

、県
立

病
院

の
看

護
部

長
を

指
名

）
（

新
潟

県
）

•
有
識
者
委
員
とし
て

大
学

教
授

の
ほ

か
、地
域
婦
人
団
体
、福
祉
団
体
、保
育
会
、幼
稚
園
連
合
会
等
か
ら
女
性
を
登
用

（
佐

賀
県

）
•
公
募
委
員
を
女
性
に
限
定

した
ほ

か
、関

係
団

体
の

代
表

とし
て
女
性
を
推
薦
す
る
よ
う依

頼
（

千
葉

県
野

田
市

）

（
備
考
）
内

閣
府
男
女
共
同
参

画
局

調
べ

4



5

（
備

考
）

1
.内

閣
府

「
地

方
公

共
団

体
に
お
け
る
男

女
共

同
参

画
社

会
の
形

成
又

は
女

性
に
関

す
る
施

策
の
推

進
状

況
」
（
平

成
3
0
年

度
）
よ
り
作

成
。

2
.調

査
時

点
は
原

則
と
し
て
平

成
3
0
年

4
月

1
日

現
在

で
あ
る
が
，
各

地
方

自
治

体
の
事

情
に
よ
り
異

な
る
場

合
が
あ
る
。

3
.女

性
割

合
は
小

数
点

第
２
位

を
四

捨
五

入
し
た
も
の
。

4
.デ

ー
タ
の
表

記
の
都

合
上

，
島

の
省

略
等

を
行

っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

都
道

府
県

委
員

総
数

（
人

）
うち

女
性

（
人

）
女

性
割

合
（

％
）

徳
島

県
81

39
48

.1
40

％
以

上
3団

体
島

根
県

73
35

47
.9

鳥
取

県
65

28
43

.1
佐

賀
県

68
19

27
.9

20
％

～
30

％
未

満
4団

体
新

潟
県

71
19

26
.8

京
都

府
66

14
21

.2
神

奈
川

県
57

12
21

.1
岐

阜
県

61
12

19
.7

10
％

～
20

％
未

満

29
団

体

滋
賀

県
58

11
19

.0
青

森
県

60
11

18
.3

宮
城

県
56

10
17

.9
栃

木
県

53
9

17
.0

山
形

県
60

10
16

.7
香

川
県

60
10

16
.7

長
崎

県
68

11
16

.2
岡

山
県

57
9

15
.8

富
山

県
66

10
15

.2
長

野
県

67
10

14
.9

千
葉

県
61

9
14

.8
岩

手
県

74
10

13
.5

奈
良

県
60

8
13

.3
沖

縄
県

54
7

13
.0

群
馬

県
47

6
12

.8
兵

庫
県

55
7

12
.7

東
京

都
66

8
12

.1
高

知
県

58
7

12
.1

埼
玉

県
69

8
11

.6
茨

城
県

52
6

11
.5

福
島

県
54

6
11

.1
和

歌
山

県
54

6
11

.1
鹿

児
島

県
63

7
11

.1
熊

本
県

56
6

10
.7

大
阪

府
58

6
10

.3
大

分
県

58
6

10
.3

石
川

県
70

7
10

.0
山

口
県

60
6

10
.0

都
道

府
県

委
員

総
数

（
人

）
うち

女
性

（
人

）
女

性
割

合
（

％
）

北
海

道
68

6
8.

8

5％
～

10
％

未
満

10
団

体

静
岡

県
59

5
8.

5
三

重
県

59
5

8.
5

愛
媛

県
61

5
8.

2
山

梨
県

62
5

8.
1

宮
崎

県
53

4
7.

5
愛

知
県

68
5

7.
4

秋
田

県
60

4
6.

7
福

岡
県

61
4

6.
6

福
井

県
56

3
5.

4

広
島

県
59

2
3.

4
5％

未
満

1団
体

合
計

2,
88

2
45

3
15

.7

5



（
参
考
）
市
町
村
防
災
会
議
に
お
け
る
女
性
委
員
比
率
（
都
道
府
県
別
）

6

４
月

１
日

現
在

で
あ

る
が

，
各

地
方

自
治

体
の

事
情

に
よ

り異
な

る
場

合
が

あ
る

。
北

海
道

胆
振

東
部

地
震

の
影

響
に
よ
り

, 
北

海
道

厚
真

町
は

含
ま
れ

て
い

な
い
。

委
員

総
数

（
人

）

うち
女

性
委

員
（

人
）

比
率

（
％

）
委

員
総

数
（

人
）

うち
女

性
委

員
（

人
）

比
率

（
％

）

北
海

道
3,

83
6

12
0

3.
1

95
/

16
4

滋
賀

県
53

7
51

9.
5

2
/

19
青

森
県

76
2

36
4.

7
18

/
39

京
都

府
75

8
59

7.
8

5
/

26
岩

手
県

1,
13

3
93

8.
2

6
/

33
大

阪
府

1,
40

6
15

6
11

.1
3

/
41

宮
城

県
85

6
62

7.
2

9
/

28
兵

庫
県

1,
31

5
12

9
9.

8
5

/
41
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•
①

女
性

の
参

画
が

進
ん

で
い

な
い

自
治

会
や

自
主

防
災

組
織

等
地

域
に

根
差

した
組

織
・団

体
の

実
態

把
握

、②
女

性
の

参
画

が
進

ま
な

い
要

因
や

課
題

等
の

分
析

、③
就

業
して

い
る

男
女

等
、多

様
な

住
民

が
参

加
しや

す
い

地
域

活
動

の
在

り方
の

検
討

等
、 男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
らの

地
域

に
お

け
る

課
題

等
に

つ
い

て
調

査
・研

究
を

行
う 。

令
和
元
年
度

地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
促
進
に
関
す
る
実
践
的
調
査
研
究

【概
要
】

•
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
らの

災
害

対
応

に
つ

い
て

、平
常

時
か

ら関
係

者
が

理
解

して
お

くこ
とが

重
要

で
あ

る
こと

か
ら、

過
去

の
災

害
対

応
に

お
け

る
経

験
を

基
に

、男
女

共
同

参
画

の
視

点
か

ら 、
必

要
な

対
策

・対
応

に
つ

い
て

、予
防

、応
急

、復
旧

・復
興

等
の

各
段

階
に

お
い

て
地

方
公

共
団

体
が

取
り組

む
際

の
指

針
とな

る
基

本
的

事
項

を
示

す
も

の
とし

て
、「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
よ
る
防
災
・復
興
の
取
り組

み
指
針
」及
び
「解
説
・事
例
集
」を

平
成

25
年

５
月

に
作

成
。

•
作

成
以

降
に

発
生

し
た

熊
本

地
震

、平
成

30
年

大
阪

府
北

部
地

震
、平

成
30

年
７

月
豪

雨
、北

海
道

胆
振

東
部

地
震

災
害

等
に

お
け

る
地

方
公

共
団

体
、民

間
団

体
等

の
災

害
・復

興
に

関
す

る
対

応
状

況
（

避
難

所
運

営
、支

援
機

関
との

連
携

）
等

や
、過

去
の

災
害

か
らの

復
興

に
関

す
る

さら
な

る
取

組
を

把
握

す
る

た
め

ヒア
リン

グ
調

査
を

行
う。

ま
た

有
識

者
に

よ
る

検
討

会
を

設
置

し調
査

事
項

の
検

討
、結

果
の

分
析

を
行

う。
•

分
析

・検
討

の
結

果
を

踏
ま

え
、「

男
女

共
同

参
画

の
視

点
か

らの
防

災
復

興
へ

の
取

組
指

針
」及

び
「解

説
・事

例
集

」
に
新
た
な
記
述
を
追
加
し
、内

容
を

充
実

させ
る

。

1
施
策
の
目
的

2
事
業
の
概
要

【令
和
元
年
度
】

●
検
討
会
の
開
催

主
な

協
議

事
項

：
改

訂
方

針
・ヒ

ア
リン

グ
団

体
の

決
定

、改
訂

内
容

の
検

討
●
ヒア
リン
グ
の
実
施

主
な

ヒア
リン

グ
事

項
：

指
針

策
定

後
の

災
害

に
お

け
る

地
方

公
共

団
体

及
び

支
援

団
体

に
よ

る
取

組
、地

域
に

お
け

る
女

性
リー

ダー
育

成
・活

用
に

関
す

る
取

組
、災

害
か

らの
復

興
に

向
け

た
新

た
な

取
組

等
主

な
ヒア

リン
グ

先
：

地
方

公
共

団
体

、社
会

福
祉

協
議

会
、Ｎ

Ｐ
Ｏ

、学
識

経
験

者
等

●
「取
組
指
針
」及
び
「解
説
・事
例
集
」の
執
筆
・修
正

●
「取
組
指
針
」及
び
「解
説
・事
例
集
」の
周
知

周
知

先
：

地
方

公
共

団
体

、
男

女
共

同
参

画
セ

ン
ター

、社
会

福
祉

協
議

会
、Ｎ

Ｐ
Ｏ

等

３
事
業
の
流
れ
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